
(57)【要約】

【課題】他の構成部品やノイズの影響を受け難く、信号

や光の伝送を効率的に行なうことが可能な内視鏡を提供

する。

【解決手段】内視鏡は、体腔内に挿入される細長の挿入

部と、前記挿入部の基端側に設けられた硬質の基部２４

と、この基部２４から延出され、その延出された端部に

外部装置に接続するためのコネクタを有するとともに、

内部に通路が形成されたユニバーサルコードとを備えて

いる。挿入部の内部から基部、さらにはユニバーサルコ

ード２６の通路にかけて、ライトガイドファイバ５２ｂ

およびＣＣＤケーブル５４ｃが挿通されている。基部２

４の内部には、挿入部および基部２４の軸方向に対して

直交する方向への移動を規制した状態でライトガイドフ

ァイバ５２ｂおよびＣＣＤケーブル５４ｃを保持する保

持部１２０が取り付けられている。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ た 硬 質 の 基 部 と 、
　 前 記 基 部 か ら 延 出 さ れ 、 そ の 延 出 さ れ た 端 部 に 外 部 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 部 を
有 す る と と も に 、 内 部 に 通 路 が 形 成 さ れ た 管 体 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 内 部 か ら 前 記 管 体 の 前 記 通 路 に か け て 配 設 さ れ て 前 記 コ ネ ク タ 部 に 接 続 さ
れ 、 信 号 お よ び ／ も し く は 光 を 伝 送 す る 伝 送 線 と 、
　 前 記 基 部 の 内 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 お よ び 前 記 基 部 の 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る
方 向 へ の 移 動 を 規 制 し た 状 態 で 前 記 伝 送 線 を 保 持 す る 保 持 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 備 え 、
　 前 記 基 部 は 、 前 記 湾 曲 部 を 湾 曲 動 作 さ せ る 際 に 駆 動 さ れ る 駆 動 機 構 と 、 こ の 駆 動 機 構 を
保 持 す る 枠 体 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ 、 ノ イ ズ を 発 生 し 得 る 駆 動 機 構 を 有 す る 硬 質 の 基 部 と 、
　 前 記 基 部 か ら 延 出 さ れ 、 そ の 延 出 さ れ た 端 部 に 外 部 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 部 を
有 す る と と も に 、 内 部 に 通 路 が 形 成 さ れ た 管 体 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 内 部 か ら 前 記 管 体 の 前 記 通 路 に か け て 配 設 さ れ て 前 記 コ ネ ク タ 部 に 接 続 さ
れ 、 信 号 お よ び ／ も し く は 光 を 伝 送 す る と と も に 、 前 記 駆 動 機 構 か ら の ノ イ ズ の 影 響 を 受
け 得 る 伝 送 線 と 、
　 前 記 基 部 の 内 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 お よ び 前 記 基 部 の 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る
方 向 へ の 移 動 を 規 制 し 、 前 記 ノ イ ズ か ら 影 響 を 受 け る こ と を 防 止 し た 状 態 で 前 記 伝 送 線 を
保 持 す る 保 持 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 挿 入 部 の 前 記 湾 曲 部 に 先 端 が 接 続 さ れ 、 前 記 基 部 の 前 記 駆 動 機 構 に 基 端 が 接 続 さ れ
た 操 作 ワ イ ヤ を 備 え 、
　 前 記 駆 動 機 構 は 、 駆 動 力 を 発 生 す る 駆 動 源 と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 が 接 続 さ れ 前 記 駆
動 源 の 駆 動 力 を 前 記 操 作 ワ イ ヤ に 伝 達 す る 伝 達 機 構 と 、 前 記 駆 動 源 を 動 作 さ せ る 制 御 装 置
と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ も し く は 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 操 作 ワ イ ヤ は 、 前 記 湾 曲 部 を 上 下 方 向 に 湾 曲 さ せ る 上 下 方 向 用 の 上 下 湾 曲 用 操 作 ワ
イ ヤ と 、 前 記 湾 曲 部 を 左 右 方 向 に 湾 曲 さ せ る 左 右 方 向 用 の 左 右 湾 曲 用 操 作 ワ イ ヤ と を 備 え
、
　 前 記 伝 達 機 構 は 、 前 記 上 下 湾 曲 用 操 作 ワ イ ヤ に 接 続 す る 第 １ の 伝 達 機 構 と 、 左 右 湾 曲 用
操 作 ワ イ ヤ に 接 続 す る 第 ２ の 伝 達 機 構 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 伝 達 機 構 お よ び 前 記 第 ２ の 伝 達 機 構 は 、 前 記 保 持 部 の 外 側 に 配 設 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 持 部 は 、 導 電 性 素 材 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５
の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 部 は 、 筒 状 を 有 し 、 か つ 、 そ の 内 周 面 と 外 周 面 と の 間 の 少 な く と も 一 部 に 層 状
に 導 電 性 素 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視
鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 信 号 も し く は 光 を 伝 送 す る た め の 伝 送 線 を 備 え 、 前 記 伝 送 線 が 挿 入 部 の 基 端
側 の 基 部 の 内 側 に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 超 音 波 モ ー タ （ ノ イ ズ 源 ） か ら ケ ー ブ ル に ノ イ ズ が 混 入 す る こ と を 防
止 す る フ レ ー ム を 有 す る 内 視 鏡 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 の フ レ ー ム は 、 モ ー タ か ら
の ノ イ ズ だ け で な く 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ か ら ケ ー ブ ル を 遮 蔽 す る 役 目 も 果 た し て い る 。 つ ま
り 、 従 来 型 の ノ イ ズ 混 入 防 止 機 構 は 、 単 に 壁 部 に よ っ て ケ ー ブ ル と ノ イ ズ 源 （ 超 音 波 モ ー
タ ） と を 仕 切 っ た 状 態 に 配 置 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － １ ５ ９ ２ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 内 視 鏡 で は 、 超 音 波 モ ー タ と ケ ー ブ ル と を 仕 切 っ て 遮
蔽 す る 壁 部 と し て フ レ ー ム を 設 け て い る が 、 フ レ ー ム の 内 部 で は 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に
も 自 在 に ケ ー ブ ル を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 自 由 に ケ ー ブ ル を 移 動 さ せ る こ
と が 可 能 な た め 、 ケ ー ブ ル が 移 動 し て 欲 し く な い 部 分 に も 移 動 可 能 な 状 態 に あ る 。 こ の た
め 、 ケ ー ブ ル が 他 の 構 造 体 に 当 接 し 易 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 ケ ー ブ ル を ノ イ ズ な ど か ら 遮 蔽 し て い て も 、 遮 蔽 さ れ た 空 間 が 広 い 場 合 、 そ の
空 間 内 を 均 一 的 に 遮 蔽 す る こ と は 難 し く 、 遮 蔽 度 が 高 い 部 分 や 低 い 部 分 が 発 生 す る こ と が
あ る 。 遮 蔽 度 が 高 い 位 置 か ら 低 い 位 置 に ケ ー ブ ル が 移 動 す る と 、 ノ イ ズ が 混 入 す る お そ れ
が あ る 。 し た が っ て 、 空 間 内 全 域 に わ た っ て ノ イ ズ に 対 し て 均 一 的 に 遮 蔽 す る に は 頑 丈 な
遮 蔽 構 造 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル の 位 置 を 自 由 に 変 化 さ せ て し ま う 程 の 長 さ が あ る と 、 逆 に そ の 長 さ 分 の
ケ ー ブ ル が 無 駄 で あ り 、 そ の 長 さ 分 だ け 伝 送 効 率 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 例 え ば 信 号 線
で あ れ ば そ れ だ け ノ イ ズ が 混 入 し 易 く 、 ま た 減 衰 し 易 い 。 光 フ ァ イ バ で あ れ ば 、 減 衰 し 易
い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と
こ ろ は 、 他 の 構 成 部 品 や ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 難 く 、 信 号 や 光 の 伝 送 を 効 率 的 に 行 な う こ と
が 可 能 な 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入
部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ た 硬 質 の 基 部 と 、 前 記 基 部 か ら 延 出 さ れ 、 そ の 延 出
さ れ た 端 部 に 外 部 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 部 を 有 す る と と も に 、 内 部 に 通 路 が 形 成
さ れ た 管 体 と 、 前 記 挿 入 部 の 内 部 か ら 前 記 管 体 の 前 記 通 路 に か け て 配 設 さ れ て 前 記 コ ネ ク
タ 部 に 接 続 さ れ 、 信 号 お よ び ／ も し く は 光 を 伝 送 す る 伝 送 線 と 、 前 記 基 部 の 内 部 に 取 り 付
け ら れ 、 前 記 挿 入 部 お よ び 前 記 基 部 の 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 し た 状
態 で 前 記 伝 送 線 を 保 持 す る 保 持 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。 　
　 保 持 部 に よ っ て 、 伝 送 線 を 決 め ら れ た 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 伝 送 線
が 保 持 部 に よ っ て 、 他 の 部 材 に 接 触 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。 ま た 、 ノ イ ズ の 混 入 に 対
し て 伝 送 線 を 均 一 的 に 遮 蔽 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 内 視 鏡 は 、 他 の 構 成 部 品
や ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 難 く 、 信 号 や 光 の 伝 送 を 効 率 的 に 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 挿 入 部 は 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 備 え 、 前 記 基 部 は 、 前 記 湾 曲 部 を 湾 曲 動 作 さ
せ る 際 に 駆 動 さ れ る 駆 動 機 構 と 、 こ の 駆 動 機 構 を 保 持 す る 枠 体 と を 備 え て い る こ と が 好 適
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で あ る 。 　
　 枠 体 に 保 持 さ れ た 駆 動 機 構 を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 を 電 動 で 湾 曲 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長
の 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ 、 ノ イ ズ を 発 生 し 得 る 駆 動 機 構 を 有 す る 硬 質
の 基 部 と 、 前 記 基 部 か ら 延 出 さ れ 、 そ の 延 出 さ れ た 端 部 に 外 部 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ
ク タ 部 を 有 す る と と も に 、 内 部 に 通 路 が 形 成 さ れ た 管 体 と 、 前 記 挿 入 部 の 内 部 か ら 前 記 管
体 の 前 記 通 路 に か け て 配 設 さ れ て 前 記 コ ネ ク タ 部 に 接 続 さ れ 、 信 号 お よ び ／ も し く は 光 を
伝 送 す る と と も に 、 前 記 駆 動 機 構 か ら の ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 得 る 伝 送 線 と 、 前 記 基 部 の 内
部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 お よ び 前 記 基 部 の 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 へ の 移 動 を
規 制 し 、 前 記 ノ イ ズ か ら 影 響 を 受 け る こ と を 防 止 し た 状 態 で 前 記 伝 送 線 を 保 持 す る 保 持 部
と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。 　
　 保 持 部 に よ っ て 、 伝 送 線 を 決 め ら れ た 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 伝 送 線
が 保 持 部 に よ っ て 、 他 の 部 材 に 接 触 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 機 構 か ら の ノ
イ ズ の 混 入 に 対 し て 伝 送 線 を 均 一 的 に 遮 蔽 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 内 視 鏡 は
、 他 の 構 成 部 品 や ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 難 く 、 信 号 や 光 の 伝 送 を 効 率 的 に 行 な う こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 挿 入 部 の 前 記 湾 曲 部 に 先 端 が 接 続 さ れ 、 前 記 基 部 の 前 記 駆 動 機 構 に 基 端 が 接
続 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 備 え 、 前 記 駆 動 機 構 は 、 駆 動 力 を 発 生 す る 駆 動 源 と 、 前 記 操 作 ワ イ
ヤ の 基 端 が 接 続 さ れ 前 記 駆 動 源 の 駆 動 力 を 前 記 操 作 ワ イ ヤ に 伝 達 す る 伝 達 機 構 と 、 前 記 駆
動 源 を 動 作 さ せ る 制 御 装 置 と を 備 え て い る こ と が 好 適 で あ る 。 　
　 こ の た め 、 駆 動 源 に よ っ て 駆 動 し た 駆 動 力 を 伝 達 機 構 を 介 し て 操 作 ワ イ ヤ に 伝 達 す る こ
と に よ っ て 、 湾 曲 部 を 電 動 で 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ は 、 前 記 湾 曲 部 を 上 下 方 向 に 湾 曲 さ せ る 上 下 方 向 用 の 上 下 湾 曲 用
操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 湾 曲 部 を 左 右 方 向 に 湾 曲 さ せ る 左 右 方 向 用 の 左 右 湾 曲 用 操 作 ワ イ ヤ と
を 備 え 、 前 記 伝 達 機 構 は 、 前 記 上 下 湾 曲 用 操 作 ワ イ ヤ に 接 続 す る 第 １ の 伝 達 機 構 と 、 左 右
湾 曲 用 操 作 ワ イ ヤ に 接 続 す る 第 ２ の 伝 達 機 構 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 伝 達 機 構 お よ び 前 記 第
２ の 伝 達 機 構 は 、 前 記 保 持 部 の 外 側 に 配 設 さ れ て い る こ と が 好 適 で あ る 。 　
　 こ の た め 、 第 １ お よ び 第 ２ の 伝 達 機 構 に よ っ て 、 保 持 部 の 内 側 の 伝 送 線 に ノ イ ズ の 影 響
が 及 ぼ さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 保 持 部 は 、 導 電 性 素 材 で 形 成 さ れ て い る こ と が 好 適 で あ る 。 　
　 こ の た め 、 保 持 部 を 静 電 シ ー ル ド と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 保 持 部 は 、 筒 状 を 有 し 、 か つ 、 そ の 内 周 面 と 外 周 面 と の 間 の 少 な く と も 一 部
に 層 状 に 導 電 性 素 材 を 含 む こ と が 好 適 で あ る 。 　
　 こ の た め 、 保 持 部 の 内 部 を 静 電 シ ー ル ド と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 他 の 構 成 部 品 や ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 難 く 、 信 号 や 光 の 伝 送 を 効 率 的
に 行 な う こ と が 可 能 な 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 の 形 態 と
い う ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 　
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　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ は 、 電 動 湾 曲 内 視 鏡 １ ２
と 、 光 源 装 置 １ ４ と 、 プ ロ セ ッ サ １ ６ と 、 モ ニ タ １ ８ と を 備 え て い る 。 光 源 装 置 １ ４ は 、
内 視 鏡 １ ２ に 光 を 伝 達 す る 。 プ ロ セ ッ サ １ ６ は 、 内 視 鏡 １ ２ の 後 述 す る 挿 入 部 ２ ２ の 先 端
構 成 部 ４ ２ に 設 け ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） か ら の 電 気 信 号 を 映 像 信 号 に 変 換 し た
り 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ を 制 御 し た り す る 。 モ ニ タ １ ８ は 、 プ ロ セ ッ サ １ ６ で 処 理 さ れ た 映 像 信
号 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 視 鏡 １ ２ は 、 細 長 い 挿 入 部 ２ ２ と 、 硬 質 の 基 部 ２ ４ と 、 光 源 装 置 １ ４ お よ び プ ロ セ ッ
サ １ ６ に 接 続 可 能 な コ ネ ク タ ２ ８ を 一 端 部 に 有 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド （ 管 体 ） ２ ６ と を
備 え て い る 。 基 部 ２ ４ の 一 端 部 （ 先 端 部 ） に は 、 挿 入 部 ２ ２ の 基 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。
基 部 ２ ４ の 他 端 部 （ 基 端 部 ） に は 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 他 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。
コ ネ ク タ ２ ８ は 、 光 源 装 置 １ ４ に 接 続 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ８ ａ と 、 プ ロ セ
ッ サ １ ６ に 接 続 す る た め の 電 気 コ ネ ク タ ２ ８ ｂ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 操 作 部 ３ ０ は 、 内 視 鏡 １ ２ と は 別 体 と し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 操 作 部 ３ ０ は 、 操 作 部
本 体 ３ ２ ａ と 、 湾 曲 操 作 指 示 を 行 な う 操 作 ス テ ィ ッ ク ３ ２ ｂ と 、 各 種 の ス イ ッ チ ３ ２ ｃ と
を 備 え て い る 。 こ の 操 作 部 ３ ０ は 、 操 作 信 号 用 ケ ー ブ ル ３ ４ に よ っ て 光 源 装 置 １ ４ に 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 部 ３ ０ の 操 作 ス テ ィ ッ ク ３ ２ ｂ や ス イ ッ チ ３ ２ ｃ な
ど の 各 操 作 部 材 が 操 作 さ れ る こ と に よ る 各 種 の 操 作 指 示 信 号 は 、 操 作 信 号 用 ケ ー ブ ル ３ ４
を 介 し て 光 源 装 置 １ ４ に 入 力 さ れ る 。 光 源 装 置 １ ４ は 、 後 述 す る 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ に 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る の で 、 操 作 部 ３ ０ の 操 作 に よ っ て 、 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ が 動 作 さ れ る 。
こ の た め 、 操 作 部 ３ ０ は 、 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 ２ ２ の 湾 曲 部 ４ ４ を 上 下 （ Ｕ Ｄ ） 方 向 や 左
右 （ Ｌ Ｒ ） 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 ２ ２ は 、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 順 に 、 先 端 構 成 部 ４ ２ と 湾 曲
部 ４ ４ と 可 撓 管 部 ４ ６ と を 備 え て い る 。 可 撓 管 部 ４ ６ の 基 端 部 は 、 基 部 ２ ４ の 一 端 部 に 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ２ に は 、 照 明 光 学 系 ５ ２ と 、 観 察 光 学 系 ５ ４ と が 配 設 さ れ
て い る 。 照 明 光 学 系 ５ ２ は 、 照 明 レ ン ズ ５ ２ ａ と 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ と を 備 え
て い る 。 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 構 成 部 ４ ２ に は 、 照 明 レ ン ズ ５ ２ ａ と 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
５ ２ ｂ と が 配 設 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 、 先 端 構 成 部 ４ ２ か ら 湾 曲 部
４ ４ 、 可 撓 管 部 ４ ６ 、 基 部 ２ ４ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 通 路 を 通 し て ラ イ ト ガ イ ド コ
ネ ク タ ２ ８ ａ に 光 学 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 光 源 装 置 １ ４ か ら ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ ２ ８ ａ に 対 し て 照 明 光 が 導 光 さ れ る と 、 そ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ８ ａ か ら ラ イ ト
ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ 、 照 明 レ ン ズ ５ ２ ａ を 通 し て 照 明 光 が 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 観 察 光 学 系 ５ ４ は 、 対 物 レ ン ズ ５ ４ ａ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ と を
備 え て い る 。 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 構 成 部 ４ ２ に は 、 対 物 レ ン ズ ５ ４ ａ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ と が
配 設 さ れ て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ か ら の 電 気 信 号 を プ ロ セ ッ サ １ ６ に 伝
達 し た り 、 プ ロ セ ッ サ １ ６ に よ っ て Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ を 制 御 す る 際 に Ｃ Ｃ Ｄ ５ ４ ｂ に 信 号 を 伝
達 す る Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ は 、
先 端 構 成 部 ４ ２ か ら 湾 曲 部 ４ ４ 、 可 撓 管 部 ４ ６ 、 基 部 ２ ４ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 通
路 を 通 し て 電 気 コ ネ ク タ ２ ８ ｂ （ 図 １ 参 照 ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 部 ２ ４ の 内 部 に は そ の 基 盤 と な る フ レ ー ム （ 枠 体 ） ２ ４ ａ が 配 設
さ れ て い る 。 こ の フ レ ー ム ２ ４ ａ は 側 面 が 略 台 形 の 箱 型 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 フ
レ ー ム ２ ４ ａ を 形 成 し 易 く 、 か つ 、 そ の 強 度 を 容 易 に 高 め る こ と が で き る 。 　
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 部 ２ ４ の 基 盤 と な る フ レ ー ム （ 枠 体 ） ２ ４ ａ に は 湾 曲 部 ４ ４ を 電
動 湾 曲 さ せ る た め の 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ は 、 駆 動
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力 を 発 生 す る １ 対 の 駆 動 源 （ モ ー タ ユ ニ ッ ト ） ６ ２ と 、 こ れ ら の 駆 動 源 ６ ２ の 駆 動 力 を そ
れ ぞ れ 独 立 し て 各 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ に 伝 達 す る 駆 動 力 伝 達 機 構 ６ ４ （ 図 ５ 参 照 ） と を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 駆 動 源 ６ ２ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ と 、 １ 対 の ギ ヤ ー ド モ
ー タ ７ ４ と を 備 え て い る 。 第 １ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ａ は 、 基 部 ２ ４ の フ レ ー ム （ 枠 体 ）
２ ４ ａ の 基 端 部 に ネ ジ ７ ３ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ｂ は 、 第
１ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ａ に ネ ジ ７ ３ ｂ に よ り フ レ ー ム ２ ４ ａ の 外 側 に 固 定 さ れ て い る 。
ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ は 、 第 ２ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ ７ ４
の 駆 動 軸 ７ ４ ａ は 、 横 断 面 が Ｄ 字 状 に 形 成 さ れ 、 基 部 ２ ４ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方
向 で 、 か つ 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 内 側 に 向 か っ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 駆 動 力 伝 達 機 構 ６ ４ は 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ と 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ と 、 チ ェ ー ン ８ ６ と 、
牽 引 部 材 ８ ８ と を 備 え て い る 。 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ は 、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ の 回 転 に
よ り 回 転 さ れ る 。 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ は 、 さ ら に 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ に も 配 設 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ と ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ と の 間 に は 、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４
ａ の 動 力 を ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ に 伝 達 す る た め の カ ッ プ リ ン グ ８ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 ス プ
ロ ケ ッ ト ８ ４ の 開 口 部 ８ ４ ａ に 配 設 さ れ た 回 転 軸 ８ ４ ｂ は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ を 貫 通 し た 状
態 で ネ ジ ８ ５ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ は 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２
の 回 転 に 伴 っ て 回 転 軸 ８ ４ ｂ に 対 し て 回 転 さ れ る 。 な お 、 回 転 軸 ８ ４ ｂ の 各 端 部 に は 、 上
下 方 向 湾 曲 用 お よ び 左 右 方 向 湾 曲 用 の ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の た め 、 こ
の 回 転 軸 ８ ４ ｂ は 、 各 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ に 共 通 で あ り 、 駆 動 源 ６ ２ と の 組 み 立 て 時 の ギ ヤ
ー ド モ ー タ ７ ４ と の 軸 ず れ を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ は 、 第 １ な い し 第 ３ の 部 材 ９ ２ ， ９ ４ ， ９ ６ を 備
え て い る 。 第 １ の 部 材 ９ ２ に は 、 第 ２ の 部 材 ９ ４ が 係 合 さ れ て い る 。 第 ２ の 部 材 ９ ４ に は
、 第 ３ の 部 材 ９ ６ が 係 合 さ れ て い る 。 第 ２ の 部 材 ９ ４ は 、 第 １ お よ び 第 ３ の 部 材 ９ ２ ， ９
６ の 間 に 配 設 さ れ て い る 。 　
　 第 １ の 部 材 ９ ２ の 一 側 面 に は 、 モ ー タ ７ ４ の Ｄ 字 状 の 駆 動 軸 ７ ４ ａ が 回 り 止 め さ れ た 状
態 で 配 設 さ れ る Ｄ 字 状 の 開 口 部 ９ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 部 材 ９ ２ の 他 側 面 に は 、
中 心 軸 を 通 る 径 方 向 に 沿 っ て 凹 部 ９ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ９ ２ ｂ の 中 心 に は 、
略 円 形 状 の 断 面 を 有 す る 凹 部 ９ ２ ｃ （ 図 ４ 参 照 ） が さ ら に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ９ ２
ｃ に は 、 右 ネ ジ の ナ ッ ト ９ ２ ｄ と 左 ネ ジ の ナ ッ ト ９ ２ ｅ （ 図 ４ 参 照 ） と が 配 設 さ れ て い る
。 こ れ ら ナ ッ ト ９ ２ ｄ ， ９ ２ ｅ は 、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ に 螺 合 さ れ て 固 定 さ れ て い
る 。 　
　 第 ２ の 部 材 ９ ４ の 一 側 面 に は 、 第 １ の 部 材 ９ ２ の 凹 部 ９ ２ ｂ に 係 合 す る 凸 部 ９ ４ ａ が 形
成 さ れ て い る 。 第 ２ の 部 材 ９ ４ の 他 側 面 に は 、 凹 部 ９ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ９ ４ ｂ
の 長 手 方 向 と 凸 部 ９ ４ ａ の 長 手 方 向 と は 、 互 い に 直 交 し て い る こ と が 好 適 で あ る 。 　
　 第 ３ の 部 材 ９ ６ の 一 側 面 に は 、 第 ２ の 部 材 ９ ４ の 凹 部 ９ ４ ｂ に 係 合 す る 凸 部 ９ ６ ａ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 凸 部 ９ ６ ａ に は 、 略 円 形 状 の 断 面 を 有 す る 凹 部 ９ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 凹 部 ９ ６ ｂ に は 、 右 ネ ジ の ナ ッ ト ９ ６ ｃ と 左 ネ ジ の ナ ッ ト ９ ６ ｄ （ 図 ４ 参 照 ） と
が 配 設 さ れ て い る 、 こ れ ら ナ ッ ト ９ ６ ｃ ， ９ ６ ｄ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ に
螺 合 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。 第 ３ の 部 材 ９ ６ の 他 側 面 に は 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 開 口 部 ８
４ ａ （ 図 ５ 参 照 ） に 係 合 さ れ る と と も に 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ が 挿 通 さ れ る
フ ォ ー ク 部 ９ ６ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の フ ォ ー ク 部 ９ ６ ｅ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト
８ ４ の 軸 を 貫 通 す る よ う に 、 中 心 軸 に 沿 っ て 開 口 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 ３ の 部 材 ９ ６
は 、 固 定 さ れ た 回 転 軸 ８ ４ ｂ に 対 し て 回 転 し 、 す な わ ち 、 こ の 第 ３ の 部 材 ９ ６ の フ ォ ー ク
部 ９ ６ ｅ に 係 合 さ れ た ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ が 回 転 軸 ８ ４ ｂ に 対 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 第 １ な い し 第 ３ の 部 材 ９ ２ ， ９ ４ ， ９ ６ 、 す な わ ち 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ は
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、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ の 回 転 に 伴 っ て 一 体 的 に 回 転 す る 。 そ う す る と 、 ス プ ロ ケ ッ
ト ８ ４ も 、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ の 回 転 に 伴 っ て 回 転 軸 ８ ４ ｂ に 対 し て 回 転 す る 。 こ
の カ ッ プ リ ン グ ８ ２ に よ り ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ と ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転
軸 ８ ４ ｂ と に 多 少 の ず れ が 生 じ て い て も 、 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 力 が ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転
軸 ８ ４ ｂ に ス ム ー ズ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 チ ェ ー ン ８ ６ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 外 周 の 歯 に 噛 み 合 わ せ ら れ て
い る 。 牽 引 部 材 ８ ８ は 、 チ ェ ー ン ８ ６ の 端 部 に 配 設 さ れ 、 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ を 牽 引 す る 。 牽
引 部 材 ８ ８ は 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ の 基 端 部 に 固 定 さ れ た 係 止 部 材 ４ ８ ａ を 係 止 し て い る 。 こ の
た め 、 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ は 駆 動 力 伝 達 機 構 ６ ４ に 連 結 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ の 先 端 は
、 図 示 し な い が 、 湾 曲 部 ４ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ は 、 湾 曲 部 ４
４ か ら 案 内 管 ５ ０ の 内 部 を 挿 通 し て 基 部 ２ ４ ま で 延 出 さ れ て い る 。 案 内 管 ５ ０ の 基 端 部 に
は 連 結 片 １ ０ ２ が 例 え ば 半 田 な ど に よ り 固 定 さ れ て い る 。 こ の 連 結 片 １ ０ ２ は 、 フ レ ー ム
２ ４ ａ に 対 し て ネ ジ １ ０ ５ に よ り 固 定 さ れ た 連 結 片 ス ト ッ パ １ ０ ４ に 係 止 さ れ て い る 。 ま
た 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ に は 、 第 １ な い し 第 ３ の チ ェ ー ン ガ イ ド １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ ， １ ０ ６
ｃ が そ れ ぞ れ ネ ジ １ ０ ７ ａ ， １ ０ ７ ｂ ， １ ０ ７ ｃ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ４ の チ
ェ ー ン ガ イ ド １ ０ ６ ｄ は 仕 切 板 １ ０ ８ （ 図 ４ 参 照 ） に ネ ジ １ ０ ７ ｄ に よ り 固 定 さ れ て い る
。 こ の た め 、 チ ェ ー ン ８ ６ が ス ム ー ズ に 走 行 さ れ 、 か つ 、 チ ェ ー ン ８ ６ が ス プ ロ ケ ッ ト ８
４ か ら 脱 落 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ｂ に は 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ を 動 作 さ せ
る モ ー タ 制 御 基 板 （ 制 御 装 置 ） １ １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ に は
、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 操 作 部 ３ ０ が 電 気 的 に 接 続 さ
れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 部 ３ ０ の 操 作 ス テ ィ ッ ク ３ ２ ｂ か ら の 湾 曲 信 号 は 、 操 作 信 号 用
ケ ー ブ ル ３ ４ 、 光 源 装 置 １ ４ 、 コ ネ ク タ ２ ８ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ を 経 由 し て モ ー タ
制 御 基 板 １ １ ２ に 送 ら れ る 。 モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ は 、 操 作 部 ３ ０ か ら の 湾 曲 信 号 に 基 づ
い て モ ー タ ７ ４ を 駆 動 さ せ る 。 す な わ ち 、 モ ー タ ７ ４ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ の 回 転 量 や 回 転 方 向
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ は フ レ ー ム ２ ４ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、
カ ッ プ リ ン グ ８ ２ が そ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ 回 り に 回 転 す る こ と に よ っ て ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ が 回
転 す る 。 こ の た め 、 モ ー タ ７ ４ 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ お よ び ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ が 上 下 方 向 （
Ｕ Ｄ ） 用 、 お よ び 左 右 方 向 （ Ｌ Ｒ ） 用 に 設 け ら れ て い る 場 合 、 各 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ を 各 モ
ー タ ７ ４ の 制 御 に よ っ て そ れ ぞ れ 独 立 し て 回 転 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部 に は 、 筒 状 の 保 持 部 （ 中 空 体 ） １ ２ ０ が 例 え ば 螺 合 さ れ て 固 定
さ れ て い る 。 こ の と き 、 保 持 部 １ ２ ０ は 、 第 １ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ａ の 貫 通 孔 ７ ２ ｃ に
挿 通 さ れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 部 １ ２ ０ の 基 端 部 は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部 か ら 、 基
部 ２ ４ の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 出 さ れ て い る 。 保 持 部 １ ２ ０ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 導
電 性 素 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ま た は 、 導 電 性 素 材 の 薄 膜 （ 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔 ） が
保 持 部 １ ２ ０ の 内 周 面 ま た は 外 周 面 に 貼 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 保 持 部 １ ２ ０ は 、 例
え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔 な ど の 導 電 性 素 材 が 外 周 面 と 内 周 面 と の 間 に 挟 ま れ て い る こ と も 好 適
で あ る 。 こ の た め 、 保 持 部 １ ２ ０ は 、 静 電 シ ー ル ド と し て 作 用 す る 。 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 構
成 部 ４ ２ か ら 延 出 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 挿 入
部 ２ ２ の 内 部 を 挿 通 さ れ 、 こ の 保 持 部 １ ２ ０ の 内 部 を 通 っ て 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ ヘ
と 導 出 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 １ ２ ０ の 内 径 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ
ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ が 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 の 移 動 を 防 止 す る よ う に 、 径 が 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 、
こ の 保 持 部 １ ２ ０ 内 に 挿 通 さ れ る こ と で 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ 内 で の 位 置 が 規 制 さ れ て い る 。
し た が っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 、 狭 い 空 間 内 に
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挿 通 さ れ 、 保 持 部 １ ２ ０ が 静 電 シ ー ル ド と し て の 作 用 を 有 す る の で 、 ノ イ ズ に 対 し て 略 均
一 的 に 遮 蔽 さ れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 部 １ ２ ０ に よ り ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ お よ び モ ー タ
制 御 基 板 １ １ ２ か ら の ノ イ ズ が Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ に 混 入 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 １ ２ の 種 類 に よ っ て 可 撓 管 部 ４ ６ に 対 す る 湾 曲 部 ４ ４ の 最 大 湾 曲 角 度
は 決 め ら れ て い る 。 例 え ば 本 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 １ ２ が 大 腸 用 で あ る と す る と 、 そ の
湾 曲 部 ４ ４ の 最 大 湾 曲 角 度 は 、 上 下 （ Ｕ Ｄ ） に １ ８ ０ ° 、 左 右 （ Ｌ Ｒ ） に １ ６ ０ ° で あ る
。 モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ は 、 こ の 湾 曲 角 度 、 つ ま り ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転 角 度 （ 回 動 角
度 ） を モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ の メ モ リ 部 （ 図 示 せ ず ） に 記 憶 し て 最 大 湾 曲 角 度 の 制 御 を 行
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 何 ら か の 原 因 で モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ の メ モ リ 部 が 破 壊 さ れ た り 、 モ ー タ ７ ４
が 暴 走 し た り し た 場 合 に 湾 曲 部 ４ ４ が 破 損 し な い よ う に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 機 械 的 な 停
止 部 材 １ ３ ０ が 基 部 ２ ４ の 内 部 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 停 止 部 材 １ ３ ０ は 、 ス ト ッ パ 台 座
１ ３ ２ と 、 ス ト ッ パ 調 整 ネ ジ 固 定 板 １ ３ ４ と 、 ス ト ッ パ 調 整 ネ ジ １ ３ ６ と 、 ス ト ッ パ １ ３
８ と を 備 え て い る 。 ス ト ッ パ 台 座 １ ３ ２ は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の ス ト
ッ パ 台 座 １ ３ ２ に は 、 ス ト ッ パ 調 整 ネ ジ 固 定 板 １ ３ ４ が ネ ジ １ ３ ５ に よ り 固 定 さ れ て い る
。 ス ト ッ パ １ ３ ８ は 、 牽 引 部 材 ８ ８ の 凸 部 ８ ８ ａ と 突 き 当 た り 、 牽 引 部 材 ８ ８ が そ れ 以 上
牽 引 さ れ な い よ う に す る 突 部 １ ３ ８ ａ を 備 え て い る 。 ス ト ッ パ 調 整 ネ ジ １ ３ ６ は 、 ス ト ッ
パ １ ３ ８ の 位 置 を 調 整 す る 。 そ し て 、 こ の ス ト ッ パ １ ３ ８ の 強 度 は ギ ヤ ー ド モ ー タ ７ ４ の
最 大 牽 引 力 よ り も 強 く 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ス ト ッ パ １ ３ ８ は 、 モ ー タ ７ ４ を 最 大
に 回 動 さ せ た と き に 、 そ の 力 に 打 ち 勝 っ て 所 定 の 状 態 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、
主 に 、 内 視 鏡 １ ２ の 基 部 ２ ４ の 内 部 の 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 操 作 部 ３ ０ の 操 作 ス テ ィ ッ ク ３ ２ ｂ を 適 当 な 方 向 に 操 作 す る 。 す る と 、 操 作 信 号 が 操 作
信 号 用 ケ ー ブ ル ３ ４ 、 光 源 装 置 １ ４ 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ８ ａ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
２ ６ を 通 し て 基 部 ２ ４ の モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ に 入 力 さ れ る 。 モ ー タ 制 御 基 板 １ １ ２ は 、
そ の 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ い て モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ を 駆 動 さ せ て 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 モ ー タ ７ ４ の 駆 動 軸 ７ ４ ａ が 回 転 す る こ と に よ り 、 カ ッ プ リ ン グ ８ ２ が 回 転 す る 。 こ の
カ ッ プ リ ン グ ８ ２ が 回 転 す る こ と に よ り 、 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ が そ の 回 転 軸 ８ ４ ｂ に 対 し て
回 転 す る 。 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ４ の 回 転 に よ っ て 、 チ ェ ー ン ８ ６ が 移 動 す る 。 こ の た め 、 牽 引
部 材 ８ ８ 、 係 止 部 材 ４ ８ ａ を 介 し て 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ が そ の 軸 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 。 し た
が っ て 、 湾 曲 部 ４ ４ が 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ の 移 動 に 伴 っ て 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の と き 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 、 湾 曲 部 ４ ４ が
湾 曲 さ れ た 場 合 に 、 保 持 部 １ ２ ０ に よ っ て 、 そ の 軸 方 向 に の み 移 動 が 許 容 さ れ 、 軸 方 向 に
対 し て 直 交 す る 方 向 に は 移 動 が 規 制 さ れ て い る 。 こ の た め 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 殆 ど 移 動 し な い 。 ま た 、 静 電 シ ー ル ド の 作 用 を 有 す る 保 持
部 １ ２ ０ の 内 部 空 間 は 非 常 に 狭 く 形 成 さ れ て い る の で 、 モ ー タ ７ ４ の 放 射 ノ イ ズ に 対 す る
遮 蔽 状 態 は 、 保 持 部 １ ２ ０ の 内 部 で 略 均 一 に 保 た れ る 。 こ の よ う に 、 湾 曲 部 ４ ４ が 湾 曲 さ
れ る 際 で あ っ て も 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ は 殆 ど 移 動
せ ず 、 か つ 、 保 持 部 １ ２ ０ の 内 部 の 放 射 ノ イ ズ に 対 す る 遮 蔽 状 態 が 略 均 一 に 保 た れ る の で
、 放 射 ノ イ ズ の 影 響 を 受 け る こ と が 極 力 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の こ と が 言 え る 。 　
　 放 射 ノ イ ズ が 混 入 し 易 い Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ を 、
細 長 く 空 間 が 狭 い 筒 状 の 導 電 性 素 材 の 保 持 部 １ ２ ０ に 内 挿 し 、 か つ 、 Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４
ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ を 保 持 部 １ ２ ０ の 内 部 で 殆 ど 移 動 し な い よ う に 保 持
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し て い る 。 こ の た め 、 保 持 部 １ ２ ０ が 静 電 シ ー ル ド と し て 作 用 し 、 そ の 保 持 部 １ ２ ０ の 内
部 の 放 射 ノ イ ズ に 対 す る 遮 蔽 状 態 を 略 均 一 に 保 つ こ と が で き 、 放 射 ノ イ ズ が 混 入 し 易 い Ｃ
Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ に 対 す る 放 射 ノ イ ズ の 影 響 を 極 力
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施
の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 ま た は 同 一 の 作
用 を 奏 す る 部 材 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。 　
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 基 部 ２ ４ と ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ と は 、 着 脱
可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 場 合 、 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 ２ ２ お よ び 基 部 ２ ４ の 内 部 に 配 設 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル
５ ４ ｃ に は 、 基 部 ２ ４ の 基 端 部 の 位 置 に 第 １ の 電 気 接 点 ５ ５ ａ が 装 着 さ れ て い る 。 さ ら に
、 こ の 第 １ の 電 気 接 点 ５ ５ ａ に 電 気 的 に 接 続 可 能 な 第 ２ の 電 気 接 点 ５ ５ ｂ が ユ ニ バ ー サ ル
コ ー ド ２ ６ の 他 端 部 の 位 置 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ の 電 気 接 点 ５ ５ ｂ に は 、 電 気 ケ ー
ブ ル ５ ４ ｄ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 電 気 ケ ー ブ ル ５ ４ ｄ は 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 通
路 を 通 し て 一 端 部 の 電 気 コ ネ ク タ ２ ８ ｂ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ に は 、 基 部 ２ ４ の 基 端 部 の 位 置 に 第 １ の 光 接 点 ５ ３ ａ が 装
着 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 第 １ の 光 接 点 ５ ３ ａ に 光 学 的 に 接 続 可 能 な 第 ２ の 光 接 点 ５ ３
ｂ が ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 他 端 部 の 位 置 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ の 光 接 点 ５ ３ ｂ
に は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｃ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｃ
は 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 通 路 を 通 し て 一 端 部 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ８ ａ に 光 学
的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 基 部 ２ ４ の 基 端 部 と ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６ の 他 端 部 と を 互 い に 対 し て 装 着 す る 場 合 、
常 に 所 定 の 位 置 に 位 置 合 わ せ し た 状 態 で 装 着 さ れ る 。 こ の よ う に 装 着 さ れ る と 、 第 １ の 電
気 接 点 ５ ５ ａ と 第 ２ の 電 気 接 点 ５ ５ ｂ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る と と も に 、 第 １ の 光 接 点 ５
３ ａ と 第 ２ の 光 接 点 ５ ３ ｂ と が 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 他 の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。 　
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 内 視 鏡 １ ２ を 運 搬 等 す る 際 に 、 持 ち 運 び が 容 易 で あ る 。 ま た
、 こ の 実 施 の 形 態 で は 図 示 し な い が 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル な ど を 洗 浄 す る 際 に 、 容 易 に
行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ８ な い し 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態
は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 ま
た は 同 一 の 作 用 を 奏 す る 部 材 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ ０ の 操 作 部 本 体 ３ ２ ａ に は 、 送 気 ス イ ッ チ ３ ２ ｄ 、 送 水 ス
イ ッ チ ３ ２ ｅ 、 吸 引 ス イ ッ チ ３ ２ ｆ が さ ら に 配 設 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 操 作 部 ３ ０ は 、
湾 曲 操 作 指 示 を 行 な う 操 作 ス テ ィ ッ ク ３ ２ ｂ の 他 、 送 気 ・ 送 水 操 作 指 示 や 吸 引 操 作 指 示 信
号 を 生 じ さ せ る 操 作 ボ タ ン を 備 え て い る 。 さ ら に 、 基 部 ２ ４ に は 、 図 示 し な い 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル の 基 端 部 の 鉗 子 口 ２ ４ ｂ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の た め 、 鉗 子 口 ２ ４ ｂ か ら 基 部
２ ４ お よ び 挿 入 部 ２ ２ の 内 部 を 通 し て 、 先 端 構 成 部 ４ ２ か ら 細 長 い 処 置 具 を 突 出 し て 各 種
の 処 置 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 ２ ２ 、 基 部 ２ ４ お よ び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ６
に は 、 照 明 光 学 系 ５ ２ お よ び 観 察 光 学 系 ５ ４ の 他 、 送 気 管 路 ５ ６ ａ 、 送 水 管 路 ５ ６ ｂ お よ
び 吸 引 管 路 ５ ６ ｃ が 配 設 さ れ て い る 。 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 ２ ２ お よ び 基 部 ２ ４ に は 、 さ ら
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に 、 図 示 し な い 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル が 配 設 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 送 気 管 路 ５ ６ ａ 、 送
水 管 路 ５ ６ ｂ お よ び 吸 引 管 路 ５ ６ ｃ 、 さ ら に 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ
イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ に 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 保 持 部 １ ２ ０ は 、 筒 状 の 保 持 部 本 体 １ ２ ２ と 、 こ の 本 体 １
２ ２ か ら 延 出 さ れ た 延 出 部 １ ２ ４ と を 一 体 的 に 備 え て い る 。 こ の 延 出 部 １ ２ ４ は 、 基 部 ２
４ の フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部 に ネ ジ ７ ３ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 保 持 部 本 体 １ ２ ２ の 内 側 に は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
５ ２ ｂ と Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ と が 挿 通 さ れ て い る 。 保 持 部 本 体 １ ２ ２ の 外 側 に は 、 送 気
管 路 ５ ６ ａ 、 送 水 管 路 ５ ６ ｂ お よ び 吸 引 管 路 ５ ６ ｃ が 配 設 さ れ て い る 。 送 気 管 路 ５ ６ ａ 、
送 水 管 路 ５ ６ ｂ お よ び 吸 引 管 路 ５ ６ ｃ は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部 を 貫 通 し た 状 態 で 配 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 連 結 片 ス ト ッ パ １ ０ ４ は 、 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ を 案 内 す
る ガ イ ド 部 １ ０ ４ ａ を 備 え て い る 。 こ れ ら ガ イ ド 部 １ ０ ４ ａ は 、 操 作 ワ イ ヤ ４ ８ 同 士 の 間
隔 を 所 定 の 間 隔 に 保 っ て ワ イ ヤ ４ ８ 同 士 が 絡 ま る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 作 用 お よ び 効 果 を 有 す る の で 、 そ の
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形
態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材
ま た は 同 一 の 作 用 を 奏 す る 部 材 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。 　
　 図 １ １ （ Ａ ） お よ び 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ は 、 横 断 面 が 略 Ｕ 字 状
に 形 成 さ れ た Ｕ 字 部 ２ ５ ａ と 、 こ の Ｕ 字 部 ２ ５ ａ の 開 口 部 に 蓋 を す る 蓋 部 ２ ５ ｂ と を 備 え
て い る 。 蓋 部 ２ ５ ｂ は 、 Ｕ 字 部 ２ ５ ａ に 対 し て ネ ジ ２ ５ ｃ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２
ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ の 軸 方 向 の 移 動 を 許 容 し 、 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 の
移 動 を 防 止 す る よ う に 狭 い 開 口 部 ２ ４ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の フ レ ー ム ２ ４ ａ の 基 端 部
の 開 口 部 ２ ４ ｃ と 同 軸 上 に 、 第 １ の モ ー タ フ レ ー ム ７ ２ ａ に も 略 同 じ 形 状 に 開 口 部 ７ ２ ｃ
が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 開 口 部 ２ ４ ｃ ， ７ ２ ｃ か ら 、 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ の 近 傍 に か け て
、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の Ｕ 字 部 ２ ５ ａ お よ び 蓋 部 ２ ５ ｂ の 内 周 面 に は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔
な ど の 薄 い 導 電 性 素 材 が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 導 電 性 素 材 が 静 電 シ ー ル ド と し て 作 用
し 、 か つ 、 開 口 部 ２ ４ ｃ ， ７ ２ ｃ の 内 部 は そ れ ぞ れ 狭 く 形 成 さ れ て い る の で 、 軸 方 向 に 直
交 す る 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ 、 略 均 一 の 遮 蔽 状 態 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １
の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 放 射 ノ イ ズ が 混 入 し 易 い Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ
イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ に 対 す る 放 射 ノ イ ズ の 影 響 を 極 力 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 図 １ １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の Ｕ 字 部 ２ ５ ａ の 内 部 に 、 例 え ば プ
ラ ス チ ッ ク 材 な ど で 軽 量 に 形 成 さ れ た 位 置 規 制 部 材 ２ ５ ｄ が 配 設 さ れ て い る こ と も 好 適 で
あ る 。 こ の 場 合 、 位 置 規 制 部 材 ２ ５ ｄ は 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 部 ２ ５ ｅ ， ２ ５ ｆ を 備 え て
い る 。 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 部 ２ ５ ｅ ， ２ ５ ｆ の 内 周 面 に は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム
箔 な ど の 薄 い 導 電 性 素 材 が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の 開 口 部 ２ ５ ｅ に は 、 図 示
し な い が 例 え ば ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ が 挿 通 さ れ て い る 。 第 ２ の 開 口 部 ２ ５ ｆ に は
、 図 示 し な い が Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 部
２ ５ ｅ ， ２ ５ ｆ は 、 非 常 に 狭 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の た め 、 導 電 性 素 材 が 静 電 シ ー ル ド と し て 作 用 し 、 か つ 、 開 口 部 ２ ５ ｅ ， ２ ５ ｆ の 内
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部 は そ れ ぞ れ 狭 く 形 成 さ れ て い る の で 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ 、 略 均 一
の 遮 蔽 状 態 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 放 射
ノ イ ズ が 混 入 し 易 い Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ に 対 す る 放
射 ノ イ ズ の 影 響 を 極 力 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た
よ う に 、 放 射 ノ イ ズ が 混 入 し 易 い Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２
ｂ に 対 す る 放 射 ノ イ ズ の 影 響 を 極 力 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に つ い て 図 １ ２ （ Ａ ） お よ び 図 １ ２ （ Ｂ ） を 用 い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 横 断 面 は Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
フ レ ー ム ２ ４ ａ の 底 部 に は 、 保 持 部 １ ２ ０ が ネ ジ １ ２ １ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 こ の 保 持
部 １ ２ ０ は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ に 対 し て ネ ジ １ ２ １ を 留 め る た め の フ ラ ン ジ 部 １ ２ ０ ａ と 、
フ レ ー ム ２ ４ ａ の 底 部 か ら フ レ ー ム ２ ４ ａ の 中 央 部 に 向 か っ て 立 設 さ れ た 立 設 部 １ ２ ０ ｂ
と を 一 体 的 に 備 え て い る 。 こ の 立 設 部 １ ２ ０ ｂ に は 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ の 略 中 央 の 位 置 に 、
貫 通 孔 １ ２ ０ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 １ ２ ０ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 導 電
性 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た は 、 こ の 保 持 部 １ ２ ０ は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 材 な ど で 形
成 さ れ 、 貫 通 孔 １ ２ ０ ｃ の 内 周 面 に は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔 な ど の 薄 い 導 電 性 素 材 が 貼
り 付 け ら れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 １ ２ ０ ｃ に は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ
ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 １ ２ ０ ｃ は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ
お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が 軸 方 向 に 移 動 す る こ と は 許 容 す る が 、 軸 方 向 に 対 し て 直 交
す る 方 向 の 移 動 を 規 制 す る よ う に 、 狭 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の た め 、 上 述 し た の と 同 様 に 、 静 電 シ ー ル ド 作 用 を 有 す る 貫 通 孔 １ ２ ０ ｃ の 内 側 に 配
設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ に ノ イ ズ が 混 入 す る こ
と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ４ ａ は 、 湾 曲 駆 動 機 構 ６ ０ の 近 傍 の 位 置 で 変 形
さ れ て い る 。 こ こ で は 、 Ｕ 字 部 ２ ５ ａ と 蓋 部 ２ ５ ｂ と が そ れ ぞ れ 変 形 さ れ 、 フ レ ー ム ２ ４
ａ の 略 中 央 の 位 置 に 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が 配 設 さ
れ た 略 円 形 状 の 凹 部 １ ２ ０ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 １ ２ ０ ｄ は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ
イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ が そ れ ぞ れ 軸 方 向 に 移 動 す る こ と は 許 容 す る が 、
軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 の 移 動 を 規 制 す る よ う に 、 狭 く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｕ 字
部 ２ ５ ａ と 蓋 部 ２ ５ ｂ と の 間 は ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ
が 凹 部 １ ２ ０ ｄ か ら 外 側 に 出 る こ と を 防 止 す る た め 、 狭 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の た め 、 上 述 し た の と 同 様 に 、 静 電 シ ー ル ド 作 用 を 有 す る 貫 通 孔 １ ２ ０ ｄ の 内 側 に 配
設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ５ ２ ｂ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ５ ４ ｃ に ノ イ ズ が 混 入 す る こ
と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ ま で 、 い く つ か の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ
の 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で
行 な わ れ る す べ て の 実 施 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 を 示 す 概 略 的 な 部 分 断
面 図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の 基 部 の 内 部 に 配 設 さ
れ る フ レ ー ム を 示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
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【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の 基 部 の 内 部 を 示 す 概
略 的 な 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の 基 部 の 内 部 を 示 す 概
略 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の 基 部 の 内 部 の ギ ヤ ー
ド モ ー タ と ス プ ロ ケ ッ ト と の 間 に 配 設 さ れ る カ ッ プ リ ン グ を 示 す 概 略 的 な 分 解 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 を 示 す 概 略 的
な 部 分 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 を 示 す 概 略 的 な 部 分 断
面 図 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の 基 部 の 内
部 を 示 す 概 略 的 な 縦 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） 中 の 矢 印 １ ０ Ｂ 方 向 か ら 観 察 し た 状 態 を 示 す
連 結 片 ス ト ッ パ 。
【 図 １ １ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視 鏡 の
基 部 の 内 部 を 示 す 概 略 的 な 縦 断 面 図 、 （ Ｂ ） お よ び （ Ｃ ） は （ Ａ ） 中 の １ １ Ｂ － １ １ Ｂ 線
に 沿 う 概 略 的 な 横 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） は 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 動 湾 曲 内 視
鏡 の 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す 基 部 の 内 部 の １ １ Ｂ － １ １ Ｂ 線 に 沿 う 概 略 的 な 横 断 面 図 の 変 形 例
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ２ ４ … 基 部 、 ２ ４ ａ … フ レ ー ム 、 ２ ４ ｃ … 開 口 部 、 ５ ０ … 案 内 管 、 ５ ２ ｂ … ラ イ ト ガ イ
ド フ ァ イ バ 、 ５ ４ ｃ … Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル 、 ６ ０ … 湾 曲 駆 動 機 構 、 ６ ２ … 駆 動 源 、 ６ ４ … 駆 動
力 伝 達 機 構 、 ７ ２ ａ … 第 １ の モ ー タ フ レ ー ム 、 ７ ２ ｂ … 第 ２ の モ ー タ フ レ ー ム 、 ７ ２ ｃ …
開 口 部 、 ７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ … ネ ジ 、 ７ ４ … ギ ヤ ー ド モ ー タ 、 ７ ４ ａ … 駆 動 軸 、 ８ ２ … カ ッ プ
リ ン グ 、 ８ ４ … ス プ ロ ケ ッ ト 、 ８ ４ ｂ … 回 転 軸 、 ８ ５ … ネ ジ 、 ８ ６ … チ ェ ー ン 、 ９ ２ … 第
１ の 部 材 、 ９ ２ ｃ … 凹 部 、 ９ ２ ｄ ， ９ ２ ｅ … ナ ッ ト 、 ９ ６ … 第 ３ の 部 材 、 ９ ６ ｃ ， ９ ６ ｄ
… ナ ッ ト 、 １ ０ ２ … 連 結 片 、 １ ０ ４ … 連 結 片 ス ト ッ パ 、 １ ０ ５ … ネ ジ 、 １ ０ ６ ａ … 第 １ の
チ ェ ー ン ガ イ ド 、 １ ０ ６ ｂ … 第 ２ の チ ェ ー ン ガ イ ド 、 １ ０ ７ ａ ， １ ０ ７ ｂ ， １ ０ ７ ｄ … ネ
ジ 、 １ ０ ８ … 仕 切 板 、 １ １ ２ … モ ー タ 制 御 基 板 、 １ ２ ０ … 保 持 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种不易受其他组成部分和噪音影响的内窥镜，可
以有效地传输信号和光线。 内窥镜包括：插入体腔的细长插入部分，设
置在插入部分的近端侧的刚性基部，从基部延伸的刚性基部，并且，通
用线缆具有连接器，该连接器用于在端部处连接到外部装置并且具有形
成在其中的通道。光导纤维52b和CCD电缆54c从插入部分的内部插入到
基部并且进一步插入到通用线26的通道中。用于保持光导纤维52b和
CCD电缆54c的保持部分120以限制插入部分和基部24在垂直于轴向的方
向上的移动的状态安装在基部24内。 点域4
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